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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

集
会
呼
び
か
け
人
発
言
で
雨

宮
処
凛
さ
ん
は
、「
ア
メ
リ
カ

で
は
貧
困
層
の
若
者
ら
が
戦
場

に
送
ら
れ
、
日
本
で
も
貧
困
層

の
若
者
ら
が
自
衛
隊
に
送
ら
れ

つ
つ
あ
る
」
と
、
戦
争
が
余
剰

労
働
者
を
軍
隊
に
リ
ク
ル
ー
ト

し
て
戦
場
へ
送
り
出
す
構
造
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
今

年
80
歳
に
な
っ
た
大
江
健
三
郎

さ
ん
は
、「
安
倍
首
相
は
米
議
会

で
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

戦
争
の
力
強
い
仲
間
に
な
る
と

演
説
し
た
。
日
本
人
は
そ
れ
を
承

認
も
賛
同
も
し
て
い
な
い
。」
と
、

憲
法
学
者
の
樋
口
陽
一
さ
ん
は
、

「
安
保
法
制
は
、
日
本
人
が
武
器
を

持
た
ず
に
、
世
界
の
飢
え
や
環
境

破
壊
を
減
ら
す
地
道
な
貢
献
を
し

て
き
た
戦
後
の
誇
り
を
台
無
し
に

す
る
。
国
会
で
立
憲
主
義
の
意
味

を
知
ら
な
い
輩
が
改
憲
し
よ
う
と

し
て
い
る
。」
と
、批
判
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
12
名
参
加
し
、
ア

メ
リ
カ
と
ぐ
る
に
な
っ
て
戦
争
す

る
国
へ
の
道
を
、
断
固
拒
否
す
る

新宿御苑バラ園

登壇した集会呼びかけ人・発言者

憲法集会
平和といのちと
人権を！

大結集した自治労・日教組の仲間たち

決
意
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
５
月
14
日

に
安
全
保
障
関
連
法
案
を
閣

議
決
定
し
、
今
国
会
（
６
月

24
日
終
了
）
で
の
成
立
を
企

ん
で
い
ま
す
。
５
月
か
ら
６

月
は
暑
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

連
日
、
国
会
前
行
動
等
が
取

組
ま
れ
、
特
に
６
月
14
日
と

24
日
に
は
大
き
な
集
会
が
も

た
れ
ま
す
。
闘
う
の
は
「
今
」

で
す
。
未
来
の
世
代
へ
禍
根

を
残
さ
な
い
た
め
に
。

　

５
月
３
日
、
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
な
か
、
横
浜
み
な
と

み
ら
い
「
臨
港
パ
ー
ク
」
で
「
憲
法
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

広
い
会
場
に
お
さ
ま
り
き
れ
な
い
３
万
人（
主
催
者
発
表
）の
市
民
・

労
働
者
が
結
集
し
、「
憲
法
改
悪
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。
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今
年
の
お

花
見
ウ
ォ
ー

ク
は
、
清
水

公
園
（
野
田

市
）
で
ツ
ツ

ジ
と
季
節
の

花
め
ぐ
り
。

４
月
23
日
、

東
武
野
田
線

「
清
水
公
園
」

駅
に
集
合
。

駅
前
の
ツ
ツ

ジ
も
満
開
。

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
な
ど
と
言
っ

て
い
る
う
ち
に
、
ツ
ツ
ジ
園
到
着
。

　

木
製
の
危
な
っ
か
し
い
展
望
台

か
ら
見
え
た
の
は
、
ツ
ツ
ジ
の
海
。

「
す
ご
い
…
」。
珍
し
い
色
や
形
の

ツ
ツ
ジ
を
堪
能
し
て
歩
く
う
ち
に

お
な
か
も
す
き
、
芝
生
広
場
で
お

弁
当
タ
イ
ム
。
ア
ル
コ
ー
ル
Ｏ
Ｋ
。

　

昼
食
後
、
季
節
の
花
が
競
演
す

る
「
花
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
へ
。
ツ

ツ
ジ
、
ボ
タ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
名
前
を
覚
え
き
れ

な
い
数
々
の
花
々
に
感
激
。

　

参
加
者
は
家
族
含
め
17
名
と
少

な
め
で
し
た
が
、
天
気
に
も
恵
ま

れ
て
、「
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

大
満
足
。」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

存
分
に
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

満開のツツジ
百花繚乱の花園
ウォーキング

ツツジの大木にびっくり

「花ファンタジア」フロントガーデン

「花ファンタジア」にて記念写真

　

最
初
に
公
園
入
口
の
金
乗
院
を

参
拝
。
大
輪
の
ボ
タ
ン
が
魅
惑
的
。

公
園
内
に
入
る
と
、
子
供
た
ち
が

小
さ
い
こ
ろ
遊
ん
だ
懐
か
し
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
。「
昔
は
無
料
だ
っ
た

今
年
の
親
睦
旅
行
は
１
泊
で

親
睦
交
流
行
事
拡
充
を
検
討

　

４
月
28
日
に
第
５
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
旅
行
と
交
流
行
事
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
、
②
第
８

回
定
期
総
会
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。
幹
事
会
に
引
き
続
き
開
催
し

た
企
画
部
会
と
旅
行
部
会
で
は
、

３
月
に
行
っ
た
「
旅
行
と
交
流
行

事
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
の
分
析
を

基
に
、
旅
行
会
と
交
流
行
事
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
「
旅
行
と
交
流
行
事
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
回
収
率
は
、
会
員
数
の
32
％
と

低
く
、
回
答
内
容
の
傾
向
か
ら
み

て
、
回
答
者
は
現
行
の
旅
行
参
加

者
や
外
出
を
好
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

層
が
中
心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
会

員
の
平
均
像
を
反
映
し
た
と
は
い

い
が
た
い
も
の
で
し
た
が
、
今
後

の
取
組
み
へ
向
け
た
貴
重
な
デ
ー

タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
現
行
の
旅

行
は
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

参
加
者
減
の
傾
向
が
明
白
に
な
り
、

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
今
年
の
親

睦
旅
行
は
試
験
的
に
「
１
泊
２
日
」

と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、

来
年
以
降
の
形
態
は
、
今
年
の
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

　

旅
行
料
金
は
、
３
万
円
以
内
を

前
提
に
す
る
つ
も
り
で
す
。
間
に

合
え
ば
、
５
月
21
日
の
定
期
総
会

で
、
い
く
つ
か
の
企
画
案
を
示
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
街
歩
き
・

歴
史
散
歩
」「
軽
登
山
・
ハ
イ
キ
ン

グ
」
の
実
施
や
同
好
会
づ
く
り
に

高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、「
歩
こ
う
会
」
的
な
企
画
が
実

施
可
能
か
検
討
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
行
事
は
、
参
加
者
が
一

定
数
集
ま
る
か
、
実
務
的
に
運
営

可
能
か
、
財
政
負
担
な
ど
多
角
度

か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

秋
の
行
事
へ
向
け
て
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
傾
向

「
１
泊
」
を
望

む
会
員
が
増
え

て
い
ま
す
。

試
験
的
に
１
泊
旅
行
企
画

「
歩
こ
う
会
」
的
企
画
検
討
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今
回
の
介
護
保
険
制
度
改
正
の

最
大
の
テ
ー
マ
は
、
①
給
付
の
重

点
化
と
効
率
化
、
②
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
介
護
人

材
の
確
保
で
、
介
護
報
酬
改
定
の

基
本
視
点
は
、
①
在
宅
中
・
重
度

者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
強

化
、
②
介
護
人
材
確
保
対
策
の
強

化
、
③
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
の
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
適
正
化
・

規
制
緩
和
で
し
た
。
制
度
改
革
の

到
達
点
と
問
題
点
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

(1)
報
酬
水
準
は
大
幅
引
き
下
げ

①
報
酬
総
額
は
２
・
27
％
減
額

②
処
遇
改
善
加
算
は
１
・
65
％

（
１
・
２
万
円
）
増
額
、
認
知
症

サ
ー
ビ
ス
０
・
56
％
増
額

③
各
サ
ー
ビ
ス
基
本
単
価
平
均

４
・
48
％
減
額

(2)
新
た
な
利
用
者
負
担

①
合
計
所
得
１
６
０
万
円
以
上
は

利
用
料
２
割
負
担
。

②
特
養
多
床
室
は
新
た
に
居
室

料
徴
収
（
月
１
４
、１
０
０
円
）

③
施
設
利
用
者
へ
の
食
費
居
住

費
補
助
に
資
産
要
件
を
導
入

(3)
保
険
料
は
、
政

 第８回定期総会 
〈日　時〉　５月 21 日（木）

午前 10 時受付
〈場　所〉　清掃会館ホール

 総会懇親会 
〈日　時〉　５月 21 日（木）

12 時 30 分
（総会終了後）

〈場　所〉　清掃会館ホール
※出欠連絡がまだの方は至急お
願いします。不参加のかたは
委任状（返信用ハガキに記載）
を出してください。

28
日
、
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
！
さ
よ

う
な
ら
原
発
大
講
演
会
が
新
宿
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
４
名
参
加
。

▼
４
月
９
日
、
都
庁
退
役
員
会
が
都
庁

職
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
庄
司
事
務
局

長
と
岩
渕
会
計
監
査
が
出
席
。
▼
引
続

き
、
都
庁
退
単
会
会
長
会
議
が
開
催
さ

れ
、
堀
田
会
長
が
出
席
。
▼
引
続
き
、

都
庁
退
学
習
会
が
都
庁
職
大
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
川
端
自
治
退
事
務
局
長

を
講
師
に
「
年
金
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
」

を
学
習
。
一
般
会
員
含
め
11
名
参
加
。

▼
４
月
16
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
が
自
治
労
都
本
部
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
庄
司
事
務
局
長
と
小
林
事
務
局

次
長
が
出
席
。
▼
４
月
21
日
、
東
京

清
掃
15
春
闘
連
続
講
座
が
清
掃
会
館

で
開
催
さ
れ
、
戸
枝
会
計
と
吉
田
幹
事

が
参
加
。
加
藤
晋
介
弁
護
士
に
よ
る

「
安
倍
政
権
の
改
憲
策
動
と
集
団
的
自

衛
権
行
使
に
向
け
た
法
整
備
」
の
講

演
。
▼
４
月
23
日
、
清
水
公
園
で
お
花

見
ウ
ォ
ー
ク
。
家
族
含
め
17
名
参
加
。

▼
４
月
28
日
、
第
12
回
三
役
会
を
清

掃
会
館
で
開
催
し
、
幹
事
会
議
案
を

検
討
。
▼
同
日
、
第
５
回
幹
事
会
を

清
掃
会
館
で
開
催
。
▼
事
務
局
会
議
・

事
務
業
務
は
６
回
。
行
事
企
画
、
機

＊
３
月
19
日
の
第
11
回

三
役
会
以
降
４
月
28
日

の
第
５
回
幹
事
会
ま
で

▼
３
月
20
日
、
東
京
清

掃
退
職
者
送
別
会
が
清

掃
会
館
で
開
催
さ
れ
、

三
役
・
幹
事
５
名
参
加
。

和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し

い
会
で
し
た
。
▼
３
月

退職者会
活動日誌

関
紙
・
定
例
連
絡
送

付
、
旅
行
と
行
事
ア

ン
ケ
ー
ト
集
約
、
会

員
拡
大
対
策
等
を
行

い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
新
介
護
報
酬
ス
タ
�
ト

介
護
報
酬
改
定
の
概
要
と
問
題
点

賃
下
げ
容
認
で
遠
の
く
処
遇
改
善

令･

中
核
市
の
３
割
が
６
千
円

超
（
１
号
被
保
険
者
は
増
額
）

(4)
報
酬
改
定
の
特
徴
点

①
基
本
報
酬
は
軒
並
み
減
額

②
医
療
・
リ
ハ
系
報
酬
は
増
額

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
平

均
６
％
減
額
、
小
規
模
多
機
能
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
大
幅
減
額

④
予
防
通
所
介
護
は
20
％
減
額

⑤
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
30
日
超
の

長
期
連
続
入
所
は
減
額
、
静
養

室
等
で
の
緊
急
受
け
入
れ
容
認

⑥
特
養
入
所
「
要
介
護
２
以
下
」

は
、
４
要
件
（
認
知
症
、
障
害
、

被
虐
待
、
独
居
困
難
）
が
必
要

　

処
遇
改
善
加
算
で
「
１
・
２
万
円

賃
上
げ
」
が
可
能
な
は
ず
で
す
が
、

厚
労
省
は
、
経
営
悪
化
等
を
理
由

に
、
労
使
合
意
す
れ
ば
「
賃
下
げ
」

を
容
認
し
ま
し
た
。
処
遇
改
善
加

算
は
働
く
者
の
た
め
で
は
な
く
、

経
営
者
の
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
労
使
協
議
・
合
意
」
が
条
件
で

す
か
ら
、
労
組
づ
く
り
と
労
組
の

機
能
強
化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お知り合いを会員に
　退職者会は、年金等の高齢者
福祉制度について、政府に直接
発言可能な唯一の退職者団体で
す。支えになってくれる会員を
増やすため、是非、お知り合い
の元組合員を誘ってください。
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日比谷
メーデー

中　央
メーデー

　

５
月
１
日
、
暑
い
く
ら
い
に
晴

れ
わ
た
っ
た
な
か
、
日
比
谷
メ
ー

デ
ー
は
約
７
千
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
発
言
の

「
労
働
法
制
の
大
改
悪
、
戦
争
体
制
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
し
、

安
倍
政
権
の
暴
走
を
全
力
で
止
め

よ
う
」
に
呼
応
し
て
、
会
場
内
は
安

倍
政
権
打
倒
へ
の
熱
い
思
い
が
充

ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場

か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
非
正
規

差
別
と
の
闘
い
、
外
国
人
の
使
い

捨
て
反
対
の
闘
い
、
全
員
解
雇
と

闘
う
争
議
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
、
19
名
参
加
し
、
東

京
清
掃
本
部
・
女
性
部
・
青
年
部

と
同
じ
梯
団
で
、
退
職
者
会
旗
を

掲
げ
て
鍛
冶
橋
ま
で
元
気
に
行
進

し
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
中

央
メ
ー
デ
ー
で
、
古
賀
連
合
会

長
は
「
生
涯
派
遣
で
低
賃
金
を

招
く
労
働
法
制
改
悪
に
断
固
反

対
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

連
帯
挨
拶
で
、ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、「
労

働
問
題
は
人
権
問
題
の
中
の
重

要
課
題
。
労
組
と
し
て
の
役
割

は
重
要
だ
」
と
叱
咤
し
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。

内幸町交差点をデモ行進

デモ終点の鍛冶橋にて

主催者挨拶する連合・古賀会長


